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＜連絡事項＞

· 本日、17:30からメモリアルホールにて「事故報告と事故分析」についての院内研修あり。

＜外来情報＞

· 駒木　　学　様～頭がビーンとするとのこと。担当医より病状である可能性もあることを伝えてい

る。

· 下口　政子　様～女の声で幻聴があると話されている。

· 川口　八寿子様～「昨日、誕生日で４７歳になった。少しテンションが高くなった」と話される。

詩吟の大会があることを報告されている。

· 溝越　キク　様～栄養指導行っている。忘薬はないとのこと。

· 菅野　勝利　様～採血、尿検査実施している。

· 岩織　由美子様～「家事や掃除は夫にうまくなったと褒められた。草取りは２週間に１回行ってい

る」「薬減らしてもいいんじゃない？」と話される。担当医より減薬せず今のまま様子を見るように説明あり。

· 板橋　利美　様～「夜、たまたま起きる」「デイケアで卓球をやっているが、あまり動けないから

せこい手で勝っている」と話される。

· 本多　富美　様～飲酒している様子あり。家の手伝いや犬の散歩を行っているとのこと。

· 駒目　　翔　様～担当医よりデイケア来所時、持ち物検査すること、カッター等の危険物の持ち込　

み禁止する事を伝え、本人、了承している。「イライラしたからセルリアンにい

る時、ボールペンで腕を傷つけた。何回なら切っても良いか回数を決めて下さ

い」「入院したい。他者に好きな時に外出しながら入院出来ると聞いた」「仕事をしたい。８月に東京にいきたいから」「デイケアスタッフにも伝えたが３週間薬を飲んでいない」と話される。担当医より、変薬し様子を見る為、入院は必要でない事、薬をきちんと服用すること、また、現在、勉強・自動車学校・状態不安定な為、仕事・旅行は控えるよう説明している。

· 其田　淑子　様～「腰痛があり病院に行って薬と湿布を貰ってきた」と報告される。担当医より薬

は服用せずに湿布のみ使用するよう、また、エアロビクスの講師より腰痛に良い体操を聞くようアドバイスあり。

· 袴田　隆裕　様～「来週２８日分薬がほしい。体調良くなったから自分で仕事を探し仕事をしたい。

親は体調壊すと心配しているが、やってみるだけやってみたい。以前やっていた部品工場等で働きたい。デイケアは行ける時に行こうと思っている。青明舎に相談したら、先に担当医に相談するよう言われた」と話される。担当医より仕事をして良いと了承を受けている。

＜利用者様情報＞

・駒目　　翔　様～①朝の荷物チェック時、カッターを預かり、帰宅時に迎えに来たお父様にカッターを渡す事を説明すると「自分で勝ったものなのに、何で父に渡すんですか？」と話される。担当医からの指示である事を伝えるとしぶしぶ了承されている。

②３週間昼と夕食後薬を忘薬していることをスタッフに報告される為、受診時、担当医に報告するよう説明している。

　　　　　　　　　③昼頃、お父様から電話連絡あり、本人より、デイケアで冷たくされたり殴られたり蹴られたりしたと電話で連絡があったと話されている。事実確認し、本日のお迎え時、お父様に説明するよう伝えている。

　　　　　　　　　　⇒本人に事実確認すると「誰も今日だとは行っていない。殴られてもいない。前に、江刺家君がじゃれあって蹴っているだけだけど、僕としては、本当に蹴られていることと同じ気持ちなんです」と話される。江刺家様に行動は気をつけるよう説明すること、また、嫌な事があったら溜め込まずスタッフに相談するよう本人へ説明している。お父様に事実を説明する事を本人に伝えると「僕から言うのでいいです」と話される為、スタッフもその場に立ちあうことを伝えている。

· 種本　サハ　様～「体調はあんまりぱっとしない」と話されるも、食事は全量摂取されエアロビク

スにも参加される。体調不良で１週間入浴していないとのことで、体臭あり、本日自主的に入浴している。

· 袴田　淑子　様～声掛けしても、プログラムに参加せず、ロッカー室に篭ったり、トイレに篭った

りしている。再度、声を掛けると「あっ」と話される。最近、ぼんやりしてい

る事が多い為、スタッフからまめに声を掛けて行く。

· 高島　吉太郎様～今朝、青風荘での血圧測定時、190台と高値であったが、11:00 BP131/68mmHg

と平常値であった。エアロビクスにも参加されている。

· 細越　定生　様～プログラムの疾病教室時「分かりきっていることを勉強しても意味がない。病気

になった過去のことを勉強するのではなく、病気にならない予防などの未来の事を勉強した方が良い」と話すことあり。また、疾病教室とは関係のない話を他者と話していることあり、プログラムに全く関係のない話は後でするよう説明。疾病教室終了後、「下舘さんと話して来る」と相談室へ行かれる。下舘SGMに「ここのプログラムを良くしようとして意見を言っているんだけど、スタッフに後で話をすると言われ、途中で話を切られたので排除された気分になった。俺はデイケアの流れを乱しているような気がする。プログラムの流れやマニュアル的なものがあるんでしょ？自分がプログラム内容について意見を言う事で乱しているような気がする」と話される。下舘SGMより、排除された気持ちにさせたスタッフの説明が良くなかった事を謝罪し、プログラムについて意見を言ってくれる事は嬉しい為、ミーティング等を利用して自分の意見を話して欲しい事を説明している。また、デイケアを乱していると感じているのなら、周りの方の表情など、様子をみるように説明すると「人との関係性が課題です。感知する力を身につけたい」と話される。その後、「すっきりしました」と話されている。

· 田向　玲美　様～「彼氏に会えないから不安だ」「仕事をしたいから青明舎を登録しようかな。で

　も、知り合いが青明舎のスタッフにいるから行きにくい」と話される。スタッフより、仕事をしたいと思うのなら気にせず青明舎に登録するよう説明している。

＜業務改善＞

· カンファレンスの時間が長引くと、１４時からのプログラムに支障を来たし、利用者様に迷惑をかける為、時間内でカンファレンスを済ませること。司会の人は、時間配分に注意する事。

· 朝の申し送り時、リーダーは、その日行う各プログラムの実施担当者を明確にすること。ミーティングやホワイトボードで、どのスタッフがプログラムを行うか利用者様に提示出来るようにしていく。また、委員会などの事情でプログラムを実施できない場合は、代わりに実施するスタッフを、担当者が責任を持って探すこと。










